
１　決算の概況 ４　資本的収支の状況

（単位：百万円）
令和5年度 令和4年度 対前年比 主な建設改良費　（単位：百万円）

資本的収入 401 447 ▲ 46
令和5年度 令和4年度 対前年比 入院の状況 企業債 277 335 ▲ 58 ・放射線治療装置（リニアック）　278

総収益 A 7,361 8,256 ▲ 895 令和5年度 令和4年度 対前年比 他会計負担金 30 30 0 ・全身麻酔機　7
経常収益 C 7,353 8,239 ▲ 886 入院収益（百万円） 3,722 3,575 147 奨学貸付返還金 2 3 ▲ 1 ・散薬分包機　7

医業収益 E 5,956 5,888 68 延入院患者数（人） 62,362 60,179 2,183 都補助金 92 79 13 ・超音波洗浄装置（器具除染用洗浄器）　5
医業外収益 1,397 2,351 ▲ 954 一日平均患者数（人） 170.4 164.9 5.5 資本的支出 1,064 950 114

特別利益 G 8 17 ▲ 9 診療単価（円） 59,689 59,412 277 企業債償還金 601 587 14
総費用 B 7,968 7,984 ▲ 16 病床利用率（％） 58.8 56.9 1.9 建設改良費 461 360 101

経常費用 D 7,945 7,899 46 奨学貸付金 2 3 ▲ 1
医業費用 F 7,615 7,561 54 外来の状況 差引 ▲ 663 ▲ 503 ▲ 160
医業外費用 330 338 ▲ 8 令和5年度 令和4年度 対前年比

特別損失 H 23 85 ▲ 62 外来収益（百万円） 1,643 1,740 ▲ 97 ５　賃借対照表
医業収支 E-F ▲ 1,659 ▲ 1,673 14 延外来患者数（人） 134,949 142,756 ▲ 7,807
経常収支 C-D ▲ 592 340 ▲ 932 一日平均患者数（人） 555.3 587.5 ▲ 32.2
特別損益 G-H ▲ 15 ▲ 68 53 診療単価（円） 12,179 12,187 ▲ 8 令和5年度 令和4年度 対前年比 令和5年度 令和4年度 対前年比
総収支 A-B ▲ 607 272 ▲ 879 土地 75 75 0 企業債 2,111 2,499 ▲ 388

建物 3,851 3,991 ▲ 140 リース債務 60 73 ▲ 13
構築物 1 1 0 固定負債　計 2,171 2,572 ▲ 401
機器備品 1,252 1,151 101 企業債 665 601 64

２　収益の状況 車両運搬具 1 2 ▲ 1 未払金 1,098 1,029 69
リース資産 92 104 ▲ 12 前受金 2 2 0

・入院収益は、患者数・単価ともに回復したため1億4,700万円増加した。 建設仮勘定 29 0 29 引当金 230 223 7
・外来収益も、患者数・単価ともに減少したため9,700万円減少した。 その他有形固定資産 9 9 0 リース債務 23 22 1

無形固定資産 2 2 0 その他流動負債 2 1 1
令和5年度 令和4年度 対前年比 主な増減要因 投資その他の資産 290 285 5 流動負債　計 2,020 1,878 142

医業収益 5,956 5,888 68 長期前受金 706 727 ▲ 21
入院収益 3,722 3,575 147 4月より総合入院体制加算3取得による増 固定資産　計 5,602 5,620 ▲ 18 長期前受金収益化累計額 ▲ 587 ▲ 611 24
外来収益 1,643 1,740 ▲ 97 8月より「紹介受診重点医療機関」に認定されたことによる減 現金預金 1,399 2,049 ▲ 650 繰延収益　計 119 116 3
負担金交付金 0 0 0 未収金 1,152 1,354 ▲ 202 負債　合計 4,310 4,566 ▲ 256
その他医業収益 591 573 18 健診センター収益の回復 貯蔵品 49 42 7 自己資本金 3,375 3,375 0

医業外収益 1,397 2,351 ▲ 954 資本金　計 3,375 3,375 0
受取利息配当金 0 0 0 資本剰余金 9 9 0
国庫補助金 3 4 ▲ 1 利益剰余金・欠損金 508 1,115 ▲ 607
都補助金 516 1,466 ▲ 950 コロナ関連補助金等 剰余金　計 517 1,124 ▲ 607
負担金交付金 673 673 0 流動資産　計 2,600 3,445 ▲ 845 資本　合計 3,892 4,499 ▲ 607
長期前受金戻入 7 6 1 資産　合計 8,202 9,065 ▲ 863 8,202 9,065 ▲ 863
資本費繰入収益 111 110 1
その他医業外収益 87 92 ▲ 5 ６　資産残高の推移

特別利益 8 17 ▲ 9
合計 7,361 8,256 ▲ 895

３　費用の状況

・給与費は、医師の増等により1億2,100万円増加した。
・材料費は、医業収益増に応じた治療材料の実績増などにより4,700万円増加した。
・経費は、光熱水費や施設修繕の優先順位化等により1億3,200万円減少した。
・減価償却費は、医療機器の償却開始等により2,100万円増加した。

令和5年度 令和4年度 対前年比 主な増減要因
医業費用 7,615 7,561 54

給与費 4,368 4,247 121 医師の増等
材料費 1,122 1,075 47 医業収益増による変動
経費 1,683 1,815 ▲ 132 光熱水費や施設修繕の優先順位化による減
減価償却費 414 393 21
資産減耗費 18 23 ▲ 5
研究研修費 10 8 2

医業外費用 330 338 ▲ 8
特別損失 23 85 ▲ 62
合計 7,968 7,984 ▲ 16

（単位：百万円）

負債・資本合計

（単位：百万円）

※表内の数値は端数があるため、合計が一致しない場合があります。

令和5年度　稲城市立病院事業会計決算概要

○

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和5年度の病院事業会計決算は、総収益が73億6,117万円、総費用が79億6,863万円となり、6億746万円の純損失となった。
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